
定期予防接種は定められた

接種期間であれば

無料で接種できます

こどもの予防接種 ～こどもを感染症から守るために、予防接種を受けましょう～

【注意事項】
・大分県内の契約医療機関であれば同様に接

種できます。

・体調の良い時に予防接種しましょう。

・予防接種する前には説明書を読んでおきま

しょう。母子健康手帳も持って行きましょう。

【日本脳炎特例対象者】
平成７（1995）年4月2日～平成19年

（2007）年4月1日生まれの人で、4回の接

種を受けていない人は、20歳未満であれば定

期接種として残りの回数分を受けることが可

能です。

また、平成19（2007）年4月2日～平成21

（2009）年10月1日生まれの人に対しても、

9歳～13歳未満の間に、第1期（3回）の不足

分を定期接種として接種できます。

【令和2年10月1日から異なる種類のワ

クチンを接種する際の接種間隔ルールが

一部変更されました】

★接種間隔における3つのルール★
①注射生ワクチンから次の注射生ワクチンの

接種までは27日以上の間隔をおく

②同じ種類のワクチン接種を複数回受ける場

合は、ワクチンごとに決められた間隔を守

る

③発熱や接種部位の腫れがないこと、体調が

良いことを確認し、かかりつけ医に相談の

上、接種すること

3つのルールを守れば、次のワクチンの接種を

受けるまでの間隔に制限はありません。（新

型コロナワクチンを除く）

進め方は、かかりつけ医にご相談ください。

接種対象年齢 望ましい接種時期

初回２回 27日以上

追加１回 １回目から１３９日以上

初回３回 27日（(医師)が認める場合は20日）以上

追加１回 初回終了後７月から１３月

初回３回
・生後24月までに完
了

２７日以上

追加１回 初回終了後６０日以上

1歳に至るまで
生後５月に達した時から生後８月に
達するまで

１回

１期
初回

生後３月から生後９０月に至るまで
生後３月に達した時から
生後１２月に達するまで

３回 ２０日以上

１期
追加

生後３月から生後９０月に至るまで
（初回接種終了後、６月以上の間隔を
おく）

初回接種終了後
１２月から１８月までの間隔をおく

１回 初回終了後６月以上

１１歳以上１３歳未満
１１歳に達した時から
１２歳に達するまで

１回

１期 １回

２期 １回

１期
初回

生後6月から生後90月に至るまで
３歳に達した時から
４歳に達するまで

２回 ６日以上

１期
追加

生後６月から生後90月に至るまで
(1期初回終了後6月以上、標準的には
おおむね1年を経過した時期）

４歳に達した時から
５歳に達するまで

１回

２期 9歳以上13歳未満
９歳に達した時から
１０歳に達するまで

１回

初回 生後12月から生後１５月に至るまで １回

追加
初回接種終了後3月以上、標準的には6
月から12月までの間隔をおく

１回

経口弱毒生ヒトロタウ
イルスワクチン 生後６週～生後２４週 ２回 ４週間隔

五価経口弱毒生ロタウ
イルスワクチン 生後６週～生後３２週 ３回 ４週間隔

2価ヒトパピローマウ
イルスワクチン 中学1年生 3回

１月以上の間隔をあけて２回接種した後、１回目か
ら５月以上かつ２回目から２か月半以上開けて１回
接種

４価ヒトパピローマウ
イルスワクチン 3回

１月以上の間隔をあけて２回接種した後、３月以上
開けて１回接種

2価ヒトパピローマウ
イルスワクチン 3回

１月以上の間隔をあけて２回接種した後、１回目か
ら５月以上かつ２回目から２か月半以上開けて１回
接種

４価ヒトパピローマウ
イルスワクチン 3回

１月以上の間隔をあけて２回接種した後、３月以上
開けて１回接種

１歳以上 １歳代 １回 市内の医療機関のみ無料です

１回 市内の医療機関のみ無料です

２回

1回

1回 市内の医療機関のみ無料です

１回 市内の医療機関のみ無料です

定
期
予
防
接
種

任
意
予
防
接
種

12歳となる日の属する年度の初日か
ら16歳となる日の属する年度の末日
までの間にある女性

初回接種は生後2月から出生14週
6日後まで

インフルエンザ
13歳以上の中学生

結核（ＢＣＧ）

四種混合
(ポリオ、ジフテリ
ア、破傷風、百日

咳）

二種混合
（ジフテリア、破傷風）

麻しん
風しん
（ＭＲ）

生後１２月から生後２４月に至るまで

５歳以上７歳未満の者であって、小学校就学の始期に達する日の１年前の日か
ら当該始期に達する日の前日まで

　日本小児科学会より、日本脳炎流行地域に
渡航・滞在する小児、最近日本脳炎患者が発
生した地域・ブタの日本脳炎抗体保有率が高
い地域に居住する小児に対して、生後６か月
からの定期接種開始が推奨されています。

生後６月から１３歳未満

５歳以上７歳未満の者であって、小学校就学の始期に達する日の１年前の日か
ら当該始期に達する日の前日まで

日本脳炎

水痘
（みずぼうそう）

生後１２月から生後３６月に至るまで

流行性耳下腺炎
（おたふくかぜ） ５歳以上７歳未満の者であって、小学校就学の始期に達する日の１年前の日か

ら当該始期に達する日の前日まで

ロタ
ウイルス

（嘔吐下痢）

２回接種の場合は６日以上あけます。
接種費用から１，０００円を助成しています

（市内の医療機関のみ助成対象で、
窓口支払い時に割り引かれております。）

ヒトパピローマ
ウイルス感染症
（子宮頸がん予

防）
【キャッチアップ接種】
平成9年から平成17年生まれの女性は
（令和4年度に17歳～25歳となる女性）
令和4年4月～令和7年3月の間定期接種として
無料で接種することができます。

三種混合（追加）
(ジフテリア、破傷風、百日咳）

ポリオ（不活化、追加）

５歳以上７歳未満の者であって、小学校就学の始期に達する日の１年前の日か
ら当該始期に達する日の前日まで

対象疾病

小児の肺炎球菌感染症
（肺炎球菌による化膿性髄膜炎、
敗血症、喉頭蓋炎や中耳炎、副鼻

腔炎などの予防）

※接種開始が以下の場合は回数が異なります。
・生後７月に至った日の翌日～生後12月に至るまでの場合
　　　　　　　　　　初回２回(生後２４月までに完了）、追加１回
・生後１２月に至った日の翌日～生後２４月に至るまでの場合：２回
・生後２４月に至った日の翌日～生後６０月に至るまでの場合：１回

生後２月から生後60月に至るまで
生後２月から生後７月に至るまで
追加接種は、生後12月から生後15月
に至るまで

回数等

B型肝炎
１歳に至るまで
※母子感染予防（ＨＢｓ抗原陽性の母親か
らの出生児に対する接種）の対象となる児
は定期接種対象外となります。

生後２月から生後９月に至るまで

ヒブ感染症
（インフルエンザ菌による化膿性
髄膜炎、敗血症、喉頭蓋炎などの
予防）※インフルエンザウイルス

とは異なります。

※接種開始が以下の場合は回数が異なります。
・生後７月に至った日の翌日～生後12月に至るまでの場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初回２回、追加１回
・生後12月に至った日の翌日～生後60月に至るまでの場合：１回

生後２月から生後60月に至るまで 生後２月から生後７月に至るまで

※いずれかのワクチンかは、

医療機関によって異なります

※いずれかのワクチンかは、

医療機関によって異なりま

す

※いずれかのワクチンかは、

医療機関によって異なりま

す

四種混合予防接種の追加接種まで終了

（計4回）しているお子さんが対象で

す。終了していないお子さんは不足分

の接種終了後、6月あけて接種します。


